川越市歯科医師会Ｈ２３年７月定例会担当講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『糖尿病の真実　－講師　市内皆川医院開業　皆川真哉先生―』
川越市歯科医師会の医療連携講習会と題しまして、今回は予備軍を含めますと国民の約2２１0万人（2007年データ）以上が罹患しているともいわれております【糖尿病】にスポットをあてました。今回、糖尿病専門医の皆川真哉先生に、自院でのデータ等のご紹介もあわせまして、書店で糖尿病にまつわる様々な書籍がでておりますが自分たちの知識を整理する目的で、あえて『糖尿病の真実』というタイトルにてご講演いただきました。

今回、『糖尿病のワンランク上の豆知識』　といたしまして、講演会の内容を箇条書き（３０項目）にしてまとめてみました。印刷されまして、診療室での患者さんとのお話や院内ミーティング等にご活用ください。（川歯ホームページ・メンバーズルームに豆知識３０は掲載）
これから川越市歯科医師会が８０２０達成型社会を実現するためには、運動や栄養指導等を考慮した節目の年齢での糖尿病予防と禁煙教育の普及が幹となると感じました。皆川先生には、『豆知識』のまとめにも大変ご協力いただきありがとうございました。毎年行なわれております糖尿病予防のブルーライトアップのポスター（川越市医師会より無料でいただいております。Ｈ２２年はバックが時の鐘、Ｈ２３年は現埼玉りそな銀行本店。希望者は予防歯科センターまで）による啓蒙活動にも医歯薬連携としてご協力させていただければと思います。

『糖尿病のワンランク上の豆知識３０』
―糖尿病、怖いもの・つらいもの　にするかしかいかは本人しだいー
1． １日の検査でわかる糖尿病診断基準　
糖尿病型（空腹時血糖・・・126mg/dl以上　ブドウ糖負荷後２時間値・・・200mg/dl以上　随時200mg/dl以上）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かつ

糖尿病型（HｂＡ１c(ＪＤＳ値)）・・・6,1%以上　　又は　　糖尿病の典型的な症状

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（確実な糖尿病網膜症等）

上記にあてはまると、【糖尿病】です

2． 糖尿病患者は平均寿命が短い（１９９１～２０００のデータ）

男性　平均寿命　７７，６歳　　糖尿病患者　６８歳　　　　９，６歳短い

女性　平均寿命　８４，６歳　　糖尿病患者　７１，６歳　　１３．０歳短い

3． 網膜症発症者率は、HｂＡ１c値が９．０％以上なると発現する傾向が高まります。
（4年以内に５０％以上が発病）

4． 糖尿病の可能性が否定できない人（ＨｂＡ１値が５．６以上<高齢者は５．５以上>６．１未満　→　糖尿病予備軍

5． 糸球体腎炎は年々減少しているが（透析は年間約４００万の医療費がただ）、糖尿病性腎症は、年々増加の一途であります。（1年間の新たな透析導入患者数は年間3万5000人以上）
6． ２００７年データでは、日本の糖尿病患者数は２２１０万人であります。（年間70万人増加している。国民の約５人に一人）
7． １９４５年から２０００年までのデータで、国民の自動車保有数が上昇していますが、みごとに運動不足による５０歳代男性のBMIが比例して上昇しています。すなわち、肥満による糖尿病が増加しています

8． 日本人は一人１日あたりに必要なエネルギーが減少しているにもかかわらず、①脂肪摂取率　②動物性タンパク質の摂取率が高いための肥満が多いです。２０～６０歳肥満者の割合は、厚労省健康日本２１のデータでは男性３１．７％（上昇傾向）、女性２１．８％（下降傾向）を認めます。特に男性は１８年をピーク（３１．６％）で１９年、２０年と減少しましたが、２１年は３１．７％に上昇しています。
9． BMI２５以上の肥満の割合が人口に対してアメリカは９０％を超えるのに対して日本は約３０％。しかし、人口に対する糖尿病人口は両国とも約８％で変わりない。日本人は欧米人と身体の構造が大きく異なるのに、食事の内容が同様になってきてしまっているところに問題がある。

10．人種的に日本人は長い草食の歴史により、腸は長いので糖の吸収率が高く糖尿病になりやすく、欧米人は肉食の歴史から短いのでなりにくい。またインスリンの分泌能力も欧米人は高い。その分欧米人は、肥満による心疾患が多いです。
１１．日本で糖尿病が増え続けている理由の一つに、欧米人と比べ肝臓での糖の取り込

み率が低いこともあげられます。
１２．日本人は糖尿病患者が２２１０万人であるがアメリカ人は２８３０万人で人口の割りに
日本は多いです。
１３．２０１０年に、日本糖尿病手帳に、第６番目の合併症として歯周病が明記されました。その他慢性合併症、①網膜症　②腎症　③神経障害　④動脈硬化性疾患　⑤足や手の病変（潰瘍等）⑥歯周病　⑦認知症　等
１4．今回のデータでは、食べる速度に関しては、ＢＭＩ（２５以上）の肥満は、ＢＭＩ（１８．５～２５）のふつうの方より食べる速度が遅い人が多く（ふつうの約３倍）、ふつう→肥満→やせの順でありました。今後、他の調査結果をふまえ考察が必要です。
１5．記録に残る最も古い糖尿病患者　藤原道長

「この世をば、わが世とぞ思う望月の賭けたることもなしと思えば」

合併症が怖い→　急速にやせ始めて、夜も頻繁に排尿し、のどの渇きに悩まされた。失明して、自慢の庭が見えなくなり、背中に膿瘍ができ、敗血症を発症して他界した。
１6．講演のスライドの中にあった足を切断するか否かというぎりぎりの状態での足の膿瘍

の写真はリアルでありました。（若い患者の場合には、膿瘍の治療と皮膚移植で長期入院加療を行うよりも、思い切って切断し、見栄えもよい装具をつけて、早期に社会復帰させるのもありと反省）
１7．体脂肪の低下（ダイエット）から、インスリン抵抗性が改善されることがあります。糖尿病の初期では体重を１０％減らすことにより、糖尿病を克服できる。（経験上、３ｋｇのダイエットができるだけでも大きな効果が期待できる）
18．糖尿病の診断の時点で、膵臓からのインスリン分泌能力は半分に低下している。しかし、そのインスリン分泌能力に見合ったインスリン抵抗性の低い体に作り直すことによって、糖尿病を克服することも可能である。

19．糖尿病の予備軍では、肥満によるインスリン抵抗性が高くなっているために、血糖を下げるべく正常者よりも血清インスリン値は高くなっている。このような状態によるインスリンの浪費が数年間続くことにより、膵臓が疲弊してインスリン値が低い本物の糖尿病になっていく。
20．糖尿病予備軍は、食後血糖が高いので、あえて朝食を採って１０時ごろの検査が一番確かな診断になることが多いです（見落としが少ない）。何を食べるにしても予備軍は、食後血糖を抑える必要があります。
21．７５gOGTT(Oral glucose tolerance test) ―７５ｇの糖を内服して（負荷をかけて）どの位の時間で正常値に近くなるかを調べる検査　－　

　　　　健常者は、３０分で140mg/dlまで上がって、すぐ値が下降します。
　　　　予備軍は、すぐ下降しないでだらだら下降していきます。
22．インクレチン製剤（ビクトーザ、バイエッタ）は、インスリンを上げて、グルカゴンを下げます。両方の作用を持つと同時に、血糖依存的にインスリンを分泌させるため、低血糖を起こさない薬として注目されています。２０１０年７月より臨床的に使用が開始されました。

23．糖尿病患者には歯周病が多く、有意に歯の残存本数が少ない。（50歳代から10本以上の歯を失っている患者が少なくない）

24．歯周病を合併した糖尿病患者は、有意に心疾患（２，７倍）や腎症（４，１倍）など死亡率が高いです。（ニューヨーク州立大　ロバート・j・ジェンコ教授）

25．血糖コントロール状態は、歯周病悪化により悪い影響を受けており、この現象にインスリン抵抗性が関与しています。（愛知学院大学歯学部、２０１１年糖尿病学会発表）
26．やわらかい食品を飲み込むように食べるようになるため、満腹感が得られづらく、食後過血糖も激しくなります。歯科医ももっと血糖を下げる必要があることを患者に伝えてほしい。→カミング３０や唾液酵素の働き等について
27．歯周病を治療することによりHbA1cの約1％の改善が期待できる。

28．血糖の上昇が、免疫力を低下させ、歯周病を悪化させます。（糖尿病患者の歯周病有病率は、正常者の２倍以上であります。）
29．IPS細胞で膵臓を作って、免疫抑制剤の必要がない移植治療が研究されている。
　（1型糖尿病には福音だが、2型糖尿病患者が際限なく食べられるようになることは、、、）

30.　どんな新薬もインスリン注射も、夕食後の高カロリーのデザート（ケーキやアイスクリーム等）にはかなわない。

《参考》

Ａ．日本糖尿病協会ホームページ　　http://www.nittokyo.or.jp/
   さまざまな情報や、歯科医師登録医の紹介等も閲覧できます。２００７年に創設いたしました「歯科医師登録医」は、２０１０年１月現在で、全国で約５０００名になっております。

Ｂ．日本医師会ホームページ　　http://www.med.or.jp/tounyoubyou/
  ①　糖尿病専門医への紹介状の記載項目　②　かかりつけ医（歯科医師含む）への逆紹介状の記載項目　の書式が掲載されております。

　　　　　糖尿病専門医の診療情報提供書　（医科、参照）
Ｃ．糖尿病治療ガイド２０１０　　定価７００円　　http://www.bunkudo.co.jp/
Ｄ．日本歯科医師会雑誌２０１１　ＶＯＬ６４　ＮＯ．５　「糖尿病患者に対する歯周治療ガイドライン」の概要とその活用法　Ｐ６～Ｐ１８　
Ｅ. デンタルハイジーン　バックナンバー　「こんな患者さんが訪れたら（糖尿病患者が訪れたら）」　２００９　６月号　→わかりやすい内容です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（岩田　夏彦記）
　
　　
